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公社ではすべてのケアラーが孤立しない地域づくりを目指しています！
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「まだまだタニンゴト。家族介護を安心して
ジブンゴトになる5つのポイント」

のご案内

認知症サポーター
ステップアップ講座

協力会員募集！
地域出張説明会

　協力会員の皆さま！
　活動を行うなかで、認知症の方との関わり方
に、戸惑われた経験はありませんか？
　今回の定例会では、認知症に対する正しい知
識を学び、認知症の方やその家族への支援につ
なげられるように、認知症サポーター養成講座
を実施します。
【日　時】	 ６月２７日（木）
	 ①１０時～１１時３０分　
	 ②１５時～１６時３０分
【会　場】	 公社　活動室２
【対　象】	 協力会員
【定　員】	 各回１０人程度
【参加費】	 無料
【申込み・問い合わせ】
住民参加推進係☎042－481－7711
※	講座修了者には認知症サポーターカードをお
渡しします。以前認知症サポーター養成講座
を受講された方も受講できます。

ケアラー技術講座 協力会員定例会

　すでに、認知症サポーター養成講座を受講済
みの方々を対象に、ステップアップ講座を開催
します。
　今回は、テキストに『認知症世界の歩き方』
を使用して、認知症への理解を深めるととも
に、サポーターの役割について考えていただき
ます。
【日　時】	 ７月１３日（土）
	 １０時～１１時３０分
【会　場】	 調布市文化会館たづくり
	 １２階大会議場
【対　象】	 認知症サポーター
【定　員】	 ５０人（申込み順）
【参加費】	 無料
【申込み・問い合わせ】
住民参加推進係☎042－481－7711

　多くの方々に、公社の協力会員活動を紹介し、
参加していただこうと、市内の各地域で出張説
明会を開催しています。
　令和６年度はすでに、４月に飛田給地域で地
域密着のイベントスペース「トビバコ」で、５
月には深大寺地域で「ふじみ交流プラザ」で、
開催しました。７月は、染地地域での開催を予
定しています。近隣にお住まいの方は、ぜひお
立ち寄りください。
【日　時】	 ７月２４日（水）
	 １０時～１１時３０分
【場　所】	 染地地域福祉センター
※	随時、個別説明も対応します。下記までお問
い合わせください。

【申込み・問い合わせ】
住民参加推進係
☎042－481－7711

４月に開催した「トビバコ」

　「うちはまだ必要ないはず…」と介護を遠ざ
けていませんか。実はあらかじめ知識を持って
いると、案外、落ち着いて介護に向き合えます。
　基本的な技術や身体の使い方などを学び、介
護を自分事にしてみませんか。　
【日　時】	 ６月１９日（水）
	 １０時～１１時３０分
【会　場】	 調布市文化会館たづくり
	 ９階研修室
【定　員】	 ３０人（申込み順）
【参加費】	 無料
【申込み・問い合わせ】
住民参加推進係☎042－481－7711
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　「これから役立つ車イスの動かし方」をテー
マに、４月２６日（金）、公社を会場にして、令
和６年度最初の協力会員研修を開催しました。
　参加した協力会員からは、「実践的で大変参
考になる研修でした」などの感想をいただきま
した。
　令和６年度は、これを含め３回の車イス講座
を実施する予定です。残り２回については、開
催日時などが決まりましたら、随時お知らせし
ます。

協力会員研修「車イス講座」
を開催しました！

　公社の花壇で、毎月２回（第
２・４水曜日）、主に協力会
員がメンバーのグリーンクラ
ブが活動しています。熱心に、
草取りや種植えなどをして、
公社の周りを季節の花で飾っ
てくださいます。
　コロナ禍で、活動を休止し
ていましたが、４月から再開しています。皆さ
まも、楽しく語り合いながら、土と戯れる同好

の士の輪に加わりません
か？新メンバー、大募集
中です。
　ご希望の方は、下記担
当までご連絡ください。

担当：住民参加推進係
☎042－481－7711

グリーンクラブ
メンバー大募集！

スマホ使い方相談会

　６月１８日（火）開催です。
　公社の利用会員・協力会員・賛助会員であれ
ばどなたでも参加可能です。
　写真やメールなどの使い方、何でも相談でき
ます。
【日　時】	 ６月１８日（火）
	 １３時３０分～１６時
【会　場】	 公社相談室
【対　象】	 利用・協力・賛助会員
【定　員】	 １日３人（申込み順）
【参加費】	 無料
【申込み・問い合わせ】
住民参加推進係☎042－481－7711

　４月に食事サービス活動を終えられた方をご
紹介します。長年にわたり、住民参加型で実施
している公社食事サービス事業にご尽力いただ
きまして心より感謝いたします。

食事サービス活動
ありがとうございました！

協力会員の皆さまへ

ありがとうありがとう
　　ございます　　ございます

①�公式LINE登録をお願いします！身近な話題
や有益な情報をお届けしています。活動報告
時などに職員へ声をかけてください。

②	活動報告は引き続き５日までにお願いします。

配達活動
１２年

濱田 純子様
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　令和６年度より、「総合事業通所型サービス
（市基準）」と「認知症対応型通所介護事業」を
中心に、展開します。
　利用者の皆さまが、心も体も元気になるデイ
サービスを目指すとともに、家族の方々からも、
安心・信頼が得られるような良質なサービス提
供を心掛けてまいります。併せて、これまで以
上に地域に眼を向け、皆さまから頼られる事業
所を目指し、職員一同尽力してまいります。
　令和６年度も、引き続きよろしくお願いいた
します。

令和６年度　職員紹介令和６年度　職員紹介

デイサービスセンターより

　・七夕
　・避難訓練
　・ボランティア交流会

６～７月の活動予定６～７月の活動予定

　・お花見　　　　　　　　　　　　４月上旬
　・端午の節句	 ４月中旬～５月上旬

行事

４～５月の活動報告４～５月の活動報告

　３月延べ　　３７人
　４月延べ　　２０人
　皆さまのご協力、ありがとうございました。

個人ボランティア個人ボランティア

　暖かな日差しの下で、あるいは公社のフロ
アから、利用者の皆さまに、公社の敷地内に
咲く満開の桜を鑑賞していただきました。
　この時期の公社の桜を、毎年の楽しみにし
ていらっしゃる方もおられるようで、「お花
見日和だね。嬉しいわ」、「満開の桜を観るこ
とができて幸せ」、「来年もまた、観たいね」
などと、満面の笑みを浮かべながら、おしゃ
べりにも花を咲かせていらっしゃいました。

お花見お花見

　・５月２７日（月）
避難訓練
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　令和６年度からぷちぽあんは、「調布市入
間町地域密着型認知症デイサービスぷちぽあ
ん」として、再スタートしました。

朝はパンに味噌汁です！
黒岩

手作りおやつも好評です！
秋山　　

韓流ドラマに夢中です！
　　川原

孫
まご

育
いく

奮闘中！
市瀬

うさぎが横になる姿に微笑
　大澤

チームワークを大切に！
　　　　　 　　山口

 ひきわり納豆推しです！
杉原

よろしくよろしくお願いいたします
お願いいたします

　感謝の気持ちを
　忘れずに！　大谷

  送迎時の運転
  頑張ります！  林田

  今年の新しい発見は
   何かな？　中尾　

　熱中症は、高温多湿な環境下で、体内の水分
や塩分のバランス、体温調節機能が崩れてしま
い、体内に熱がこもった状態を指します。
　屋外だけでなく屋内でも、時には就寝時にも
発症の可能性があり、重症な場合は救急搬送や
死に至ることもあります。
特に高齢者は注意が必要です！
１）体内の水分が不足しやすい
２）暑さに対する感覚機能が低下している
３）	暑さに対する体の調節機能が低下している

熱中症の症状
めまい、立ちくらみ、
筋肉のこむら返り、
大量の発汗、生あくびなど

症状がすすむと…
頭痛、嘔吐、倦怠感、虚脱感、
集中力や判断力の低下など

熱中症が疑われる人を見かけたら
１）涼しい場所へ移動させる
２）衣類をゆるめ、体を冷やす
　（首の周り、脇の下、足の付け根など）
３）	水分と塩分が、適切に配合された経口補水
液を摂取させる

※自力で水分摂取ができない時、
　応答がおかしい時などは、ため
　らわずに救急車を呼びましょう。

熱中症を予防しよう

　土曜日も開所し、これまで以上に、地域の
方々に利用していただけるよう努めます。

気を付けるポイント
❶			扇風機やエアコンで温度をこまめ
に調節する

❷			外出時には帽子や日傘を使う
❸				吸湿性・速乾性のある通気性の良
い衣類を着用する

❹				喉が渇いていなくても、こまめに
水分・塩分を補給する

❺			保冷剤、氷、冷たいタオル
　	などで、身体を冷やす
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会員状況（令和６年４月末現在）

　利用会員　285世帯（356人）

　協力会員　224人

　賛助会員　個人　299人

　　　　　　法人　６団体

台風・豪雨の季節！
「高齢者等避難」について

　今年もまた、台風・豪雨の季節が近づいてき
ました。最近は、日本全土で猛威を奮い、甚大
な被害をもたらす強力な台風や豪雨が増えてい
ます。被災された方々のニュースを見聞きする
たび、日頃の備えだけでなく、避難行動の重要
性も実感します。
　令和３年５月に、内閣府が作成した「避難情
報に関するガイドライン」で、居住者が持つべ
き避難に対する基本姿勢について、詳しく解説
していますので、その概要をここで皆さまに紹
介します。ガイドラインでは、避難行動をとる
にあたり留意すべき事項として、下記の９点を
上げています。

　そして、『自然災害に対し、行政に依存し過
ぎず、「自らの命は自らが守る」という意識を
持ち、自らの判断で主体的な避難行動をとるこ
とが必要』と綴っています。
　ガイドラインでは、令和２年に議論された避
難情報の名称変更についても記載があります。
　特に、警戒レベル３は、「高齢者等避難」に
変更され、高齢者を逃げ遅れから救済する意図
を明確化しています。
　発令されたら速やかに
避難し、自分の命は自分
で守りましょう。

❶���平時より、居住地の災害リスクの把握に努め、
適切な避難行動・避難場所を確認し、災害時
に取るべき行動を自ら判断する。

❷���平時より、予定している避難経路の安全性を
検討・確認し、必要に応じて避難先や避難の
タイミングを見直す。

❸���上記の情報を、避難行動を共にする家族等と
共有する。

❹���夜間や暴風時の避難は避け、日の明るいうち、
また暴風になる前に避難を完了させる。

❺���居所が、避難情報の発令対象外であることに
安心せず、危険を感じたら、自主的に非難する。

❻���自動車による避難は、洪水に遭遇する危険や
渋滞のリスクに留意する。

❼���避難に対する負担感や、災害を軽視する思い
込みで、避難行動のタイミングを逸しない。

❽���避難は、「空振り」になることもあるので、そう
なったら「運が良かった」と思う心構えでいる。

❾����親族・知人等が、災害リスクのある地域の居
住者である場合は、電話等で避難を強く促す。

避難行動をとるにあたり留意すべき事項
「ヤングケアラー知っていますか？」「ヤングケアラー知っていますか？」
リーフレットが完成しましたリーフレットが完成しました

　最近、よく目にする「ヤングケアラー」
ですが、具体的にどんなイメージが思い浮か
びますか？
　たとえば、「対象者は？」とか、「何が問題
なの？」とか、「どんな困りごとを抱えている
の？」とか。文字で表すのは難しいですが、
家族のことを大切にしたい、家のことを誰も
やる人がいないから自分がやっている、将来
に不安を抱えている…当事者であるお子さん
たちの声も聞き取りながら「どのように表現
すれば皆さまに伝わるだろう」と、試行錯誤
しながらこのリーフレットを作成しました。
　これを手に取り、読んでいただいて、もし、
気になるお子さん、家庭が周囲にいる方、関
わり方ってどうすればいいの？など、少しで
も気になることがあれば、どうぞヤングケア
ラー・コーディネーターを活用してください。
一緒に考えましょう。連絡先は表紙に記載の
通りです。情報は守られます。

御　礼
令和６年３月２０日～５月２０日まで

匿名	 お米１０kg
匿名	 冷蔵庫
花岡		健治様	 現金１万円
大西		輝雄様	 タケノコ１３本、
	 小松菜２袋

ご寄附をありがとうございました。
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